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2022年12月20日（火） ►►► 2023年3月19日（日）
闘墾圏闇 l 午釘9嗚30分～午縄5藷 休誼日 1 月●日｛謂日及U1月 1eB`23日は闊艦）、 12月29日～ 1月1B
鶴賢騎 1 殿550円(£150円）、学生（冑門會む）300円(2OOPlh 憲隕生200Pl(100円）、 1J111J学生熊料lll(()lit20Ztl以上の団偉
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仁彗疇関運十六弟子）飯iii

文薫彗•(J)帽(18:38年制作） ヌ罹彗•の幡(18£18年改割）
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(1111体拝賽J樺饂》遭載2（霜85雪J 極繭 1E1E18年

可n1s、それ茫Lすても全て”独立し茫作品と言え寺日”‘襄影色

や改翼lによコで一点一点の違L9はcJ;I」胴確に日l」寺日o

例えば、18Ll8年の《女人観世音板画轡》は晩年菩亡何度か摺っ

サ／妃々達囮、1883年に弘前市目会館六ホーIUD鍛輯胴画と

して制作し茫ものC叩、1984年には改刻し配色を変哭、同年

(J)第六回現代日本興術展には（道標の柵》と踵名も変えC出品し ,, 
て~::゜示四、この年に様々店手法に紅コて、Uとつの振木 屁
左何通l」もの作品に変化さ口だ棟方板画の魅力左こ紹介し寺日o

彰色の有無や配色の遍Ll、改累」の前後等、同一の根木打15生寺れ

茫、しnし形態の異臼る作品と貝比mてみてくださL9o寺巳彫IJ

間遍えた郡分左―エ宍しC補コ茫と思nnる作品も併口C屋示し

直面と飯纂書の欄）飯iii 1'J71年
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呻の襴》薇画 1971年 ｛■な行路》飯iii 19SO年

交遍のこ婁内

＂口よIJ市営パス①の1）ば「東叡営纂所」j嘱立中央欝院前」行きヘ
景億立5分）、「蝙績」下皐徒参1的｝

・タクシーで約勾分
-----------------------------------------------------------------
真口よリiii営パス①の•Jば「鑽内禰状～青瓢駅I、「中薗井経由昭和大

仏行さなどへ景車億15分）、「糠ん土功記念鱚逼り」下室徒歩4分

•東口より市鬱バズ②のりば噌道罷由稟蓼鬱羅所」へ景寧儀1社り｀

「堰績」下事、菱歩1“ク

・タクシーで約1”ぅ

•青轟自動車道青森中央インターから約1~
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